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＜新患・入院情報＞
・10/5　鈴木　松様（90）　センター新患　窪田Dr

　　　　H22年に脳梗塞、H25年心疾患でおいらせ病院へ入院。徐々に活動性低下し、介護保険申請、デイサービス寿楽荘利用開始。H26年9月、本人が家から一人で外に出てしまい、警察の介入を要する事があり、おいらせ病院に相談し「初期の認知症」と説明を受けた。同院より1週間分の薬が処方となり、症状が落ち着いたことから、以後は服薬を希望しなかった。H27年に入り、デイサービス職員より、「他の利用者を触ったり、風呂に入る時に下半身を突きだすことがある」と話があった。自宅では生活リズムが不安定で、朝2～5時に覚醒し、大音量でテレビをつける行動が続いており、日中デイサービスで「頭に不快感がある」と訴えることが続いていた。元々難聴があるが、嫌な人(孫は相性が悪いとのこと)が近くにいくと、わざとテレビを大音量にすること等があった。H27年9月、デイサービス職員より再度連絡があり、本人の色情行為が続いており、デイサービスでは女性を近くに座らせないようにする等、様々対応をしてきたが、これ以上は困難であるとのことだった。状況としては、女性利用者に対して性行為を求める発言をしたり、利用中に自慰行為をする、男性運転手の下半身を触ろうとするなどの行動が見られていた。上記行動は認知症による症状の可能性があると助言受け、専門医の受診を検討。当院初診予定となっている。
・10/6　大崎　祐司様　センター新患　深澤Dr

　　　　H6年より3度脳梗塞発症。H26.11月3度目の脳梗塞発症、八戸市立市民病院へ入院。リハビリ目的にてメディカルコート八戸西病院へ転院。トイレ要求頻回で、数分置きにトイレに行きたがる為、一度同院の泌尿器科受診。残尿無く、異常は認められなかった事から早く退院するように説明を受け、自宅改修終了後退院。退院後介護保険申請しデイサービスの利用開始。本人の拒否が強く利用回数調整していた。退院後も数秒・数分置きのトイレ回数であり、移動でフラツキが強く見られ、夜間の睡眠も不安定となっていた。上記状態から、八戸西病院の担当医へ相談し薬の調整を依頼したが受け入れてもらえなかったこと、また、検査を希望したがなかなか検査をしてくれず不信感を感じるようになっていた。今回、長女(福島医科大学の看護師)が八戸市役所のホームページから当院(当センター)のことを知り、一度専門医を受診し薬剤調整をしてもらいたいと希望され、相談に至った。
・10/6　与羽　光雄様（82）　センター新患・入院予定　伊藤Dr/深澤Dr

　　　　Ｈ27.3.13に脳梗塞を発症し、青森労災病院へ入院（～Ｈ27.4.1）。退院後、自宅療養となり、介護保険申請、デイサービスの利用開始。Ｈ27年4月頃から夜間の徘徊や暴言出現。船越内科外科より眠剤処方となるも睡眠の不安定さ持続。同年5~6月頃病状安定していが、妻の姿が見えないと不穏となる事があった。Ｈ27.8.5より瑞光園の短期入所を利用。夜間徘徊、暴言、暴力、無断離園等の出現。H27.9月左大腿部の腫脹・心不全・尿路感染症により八戸市立市民病院受診・入院の経過もある。徘徊・暴言・暴力等の症状見られ施設での対応困難となった事から当院への入院治療希望あり、当院初診・入院予定となっている。
・10/9　若松　拓也様（20）　新患（年金診断書目的）　伊藤Dr

　　　　就学前検診にて知的の発達の遅れを指摘されていたが、地元の小学校に特殊学級がなかった為、五戸町立豊間内小学校(普通学級)へ入学。豊間内小学校(普通学級)、五戸中学校(特別支援学級)へ卒業後、八戸第二養護学校高等部へ進学。愛護手帳申請し、受給(等級：B)。同校卒業後、障害者雇用にてフライフーズ㈱へ就職。仕事は行うことが出来ているものの、一人でバスに乗る事や金銭管理困難あり、家族の援助･声掛けを要している。今回20歳の誕生日を迎えた事から、障害年金の申請を検討。申請に伴い、医療機関での診断書作成の必要があり、当院受診予定となっている。
・10/10　野宮　潤逸様（35）　新患　田名部Dr

　　　　初飲は中学生頃。4年程前より毎晩飲酒するようになり、現在焼酎水割り2.7Lを3回/日飲酒。H27.3月頃には飲酒時に妻へ物を投げる事が1回のみあった。徐々に“仕事に集中できない”と話す事や易怒性出現。朝方まで飲酒する事もあった。上記状態から病院受診を促し、八戸ファミリークリニックを受診したが、アルコール依存症の専門医でなかった事から“異常なし”とのみ説明受け帰宅。2年前には職場の健康診断にてＵＡ高値見られ“高尿酸血症”と診断受け、今年の健康診断では“肝障害”“コレステロール値高値”と徐々に身体状態を指摘される事が増加。「飲まないと眠れない」「疲れがとれない」と話し、ぼんやり感も見られているとの事。専門医での治療を妻が希望し、当院初診予定となっている。
